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個人投資家の皆様への会社説明会

ｉｎ 大阪

２０２５年８月１８日 オービックホール

証券コード：４６９０
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会社の概要 P-1

・商 号 ： 日本パレットプール株式会社
・上 場 ： 東証スタンダード市場（証券コード：４６９０）
・設 立 ： １９７２年５月（今年で５３年目）
・資  本  金  ： ７億６７百万円
・本 社 ： 大阪市北区芝田２丁目８番11号
・事業内容 ： パレットのレンタルや販売、

 物流機器のレンタルや販売
・従業員数 ： １０７名（2025年３月末時点）
・売  上  高  ： ６９億円（2025年３月期）

P-1
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新たな企業理念 P-2

・私たちは、果敢な挑戦により、

持続的な成長を果たします

・私たちは、環境に優しい

物流サービス・物流商品の提供を通じ、

持続可能な社会の実現に貢献します
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ＮＰＰパレットプールシステム P-3

自社所有パレット

ＮＰＰパレットプールシステム

長距離のため
高コスト

近距離のため
低コスト

発地：大阪
Ａ社

着地：大阪
Ａ社

発地：大阪
Ａ社

空パレット回送

輸送

輸送

貸出 空パレット返却 Ｂ社近隣
ＮＰＰデポ

Ａ社近隣
ＮＰＰデポ

着地：東京
Ｂ社

着地：東京
Ｂ社
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所有者別株式保有比率（2025年３月末時点） P-4

35.8%

11.7%

41.9%

3.1%
5.2% 2.3%

個人・その他 金融機関 その他国内法人

外国人 証券会社 自己名義株式
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個人株主数推移 P-5
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拠点ＭＡＰ（東日本） P-6

デポは全国に
約２００か所



© npp Inc. All right reserved© npp Inc. All right reserved

拠点ＭＡＰ（西日本） P-7
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取扱い商品・サービス紹介動画 P-8

前方のスクリーンを
ご覧下さい
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経営3か年計画2027
〈2025年4月〜2028年3月〉

P-9
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代表取締役社長 浜島  和利
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当社は、2025年度～2027年度の経営 3か年計画 2027（以下、本計画）を策定しました

のでお知らせいたします。

昨今、物流業界は少子高齢化による慢性的な人手不足、法改正、働き方の多様化への

対応等、大きな変革を求められています。このような環境下においても、７年後（2031年

度）のありたい姿～売上高100億円、経常利益10億円～を目指し、持続性ある成長を実

現するために、「企業理念」を刷新し、「核となる戦略」を新たに策定いたしました。

また、東京証券取引所から要請のあった「資本コストや株価を意識した経営の実現に向

けた対応について」にもとづき、当社の取組み内容を本計画において明らかにいたしまし

た。

本計画において、輸送、保管などに関わる物流の効率化のサポートを通じて、成長基

盤のさらなる強化・向上を図ります。また、当社は環境保護に取組むとともに、「持続可能

な社会の発展に貢献する」ことができるよう、これからもその役割を果たしてまいります。

経営3か年計画2027（2025年4月〜2028年3月）の策定 P-10
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１．前3か年計画の振り返り 《業績推移》 P-12

直近3か年計画の業績推移

前3か年ではコア事業の拡大(素材系・原料系メーカーへのパレット拡販、
保管機器類の拡販)と、事業運営体制の強化に注力し、FY19-21比の平均
売上高・経常利益ともに上回る結果となった。

FY31の目標の達成に向け、本計画の「核となる戦略」の展開により持続
的成長を実現する。

ROE
自己資本
当期利益率

EPS
1株あたり
純利益

自己資本
比率

4.8%

FY24実績

185円

63.6%

FY19-21平均 FY22-24平均 FY22 FY23 FY24 FY31

6.8億
11.2億 8.7億

4.7億

74億 76億 69億

8.2億

73億70億

10億

100億



© npp Inc. All right reserved© npp Inc. All right reserved

２．前3か年計画の振り返り 《各重点施策》 P-13

コア事業の拡大と新規事業の展開
による売上の拡大

事業運営体制の強化による
お客様満足度の向上

ESG経営への取組み

コア事業拡大
新規事業展開

事業運営体制
の強化

環境経営の
促進

素材系・原材料系
メーカーへの拡販

主に化学繊維業界を中心に顧客基盤の
形成に成功

環境配慮商品・
サービスの提供

リサイクル材使用パレットの拡販による
収益確保を実現

取扱商品の拡充 フォールド・デッキ、アシストスーツ、
輸出用ワンウェイパレット、
養生資材等を拡充

レ
ン
タ
ル

販
売

デポ再編の
推進

新水島デポをはじめ10デポ新設、小規
模デポの見直し(休／廃止)

輸配送の効率化
(供給/回収)

輸送ネットワークの強化、支店間回送の
効率化

駅パレサービスの
拡充

13の貨物駅にて駅パレサービスを開始
／拡充

Governance

企業統治
Environment

環境対策

Social

社会貢献

コーポレートガバナンスの水準向上
• 指名・報酬委員会の設置／ 開催
• 規則／規定／要領の全面見直しや改定
• 取締役会実効性評価の実施
• リスク・危機管理委員会の開催

社会貢献活動の推進
• オレンジリボン運動、ベルマーク運動、小児ワクチン購入支援活動他

CO2排出量の削減
• 「NPPの森」の育林活動
• モーダルシフトの積極的推進
廃パレットの完全リサイクルの継続



© npp Inc. All right reserved© npp Inc. All right reserved

３．弊社を取り巻く市場環境 P-14

Opportunities Threats《機会 Opportunities》 《脅威 Threats》

労働法改正や働き方の多様化
への対応
行政によるパレット規格標準化の
促進
高精度のトレーサビリティニーズ
環境経営の要請

拡大するレンタル物流機器市場

各種原価(原材料や燃料)の高騰
物価高に伴う消費低迷による物
流量低下
中国経済の低迷の影響による、
石油化学業界の製造量減少
新設倉庫の着工棟数減少トレン
ド

コスト増・既存マーケットの縮小



© npp Inc. All right reserved© npp Inc. All right reserved

４．長期経営ビジョン P-15

長期経営ビジョン(ありたい姿)

FY2031

新経営3か年計画
FY2025ーFY2027

前経営3か年計画
FY2022ーFY2024

FY2024実績
売上高  69億円
経常利益           4億円
ROE   4.8%

EPS  185円
自己資本比率 63.6%

FY2027目標
売上高             80億円
経常利益          8億円
ROE       10%以上
EPS      350円以上
自己資本比率 50%程度

FY2031目標
売上高           100億円
経常利益        10億円
ROE       10%以上
EPS      350円以上
自己資本比率 50%程度

長期経営ビジョンの達成に向けたさらなる飛躍をめざし、段階的な成長を本計画によって実現
する。
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売上高
80億円

５．経営3か年計画① P-16

FY24実績 FY25目標 FY26目標 FY27目標
売上高 69億円 74億円 77億円 80億円
経常利益 4.7億円 7.3億円 7.6億円 8億円
ROE 4.8% 10%以上
EPS 185円 350円以上
自己資本比率 63.6% 50%程度

売上高
69億円

売上高
74億円

売上高
77億円

経常利益

ROE

EPS

自己資本比率
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５．経営3か年計画② P-17

64.4 66.7 68.6 71.6

2.9
5.2

6.2
7.2

1.6
1.7

1.7
1.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

ＦＹ24実績 ＦＹ25目標 ＦＹ26目標 ＦＹ27目標

扱い別売上高レンタル 販売

運送取扱 付帯事業

単位：億円

売上高
69億円

売上高
74億円

売上高
77億円

売上高
80億円
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６．「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」 現状分析・評価
P-18

ＰＢＲ

ＲＯＥ

ＰＥＲ

・過去５年平均のＰＢＲは0.5倍であり、１倍を超える状況とはなっていない。

・過去５年平均のＲＯＥは8.7％であり、当社の現在の株主資本コスト（５％程度）を上回って
いるものの、ＲＯＥが低いことが、ＰＢＲを現水準にとどめている要因として認識している。

・ＰＢＲの向上のためにはＰＥＲの向上も不可欠、現在のＰＥＲは過去５年平均で7.0倍であり、
低水準で推移していると認識している。
（東証スタンダード市場平均のＰＥＲは14.5倍：2024年11月時点）

指標 ＦＹ2020 ＦＹ2021 ＦＹ2022 ＦＹ2023 ＦＹ2024 ５年平均

ＰＢＲ ０．５ ０．３ ０．６ ０．７ ０．４ ０．５

ＲＯＥ ９．６ ５．４ １５．２ ８．６ ４．８ ８．7

ＰＥＲ ６．４ ６．５ ４．７ ８．４ ９．１ ７．０
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７．「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」 企業価値向上（ＰＢＲ向上）に向けた取組み
P-19

経営計画を着実に実行することで、当社の現在の株主資本コスト（５％程度）を上回る「ＲＯ
Ｅの向上」と「継続的・将来的な成長期待によるＰＥＲの向上」を実現し、経営計画で掲げてい
るＲＯＥ10％以上を達成する。

方針・目標

企業価値
向上

ＰＢＲの向上

ＲＯＥの向上

ＰＥＲの向上
期待成長率
の向上

非財務価値
の向上

売上の拡大

利益率の向上

資本構成の
最適化

投資家との
対話強化

サステナビリティ
への取組み

・主要取引先との連携による売上拡大
・未取引業界開拓による売上拡大
・Ｍ＆Ａによる売上収益の獲得

・事業の選別と拡充
・オペレーション効率化

・適切な自己資本比率（事業成長に
合わせた適切な借入調達）
・株主還元の強化

・経営戦略や経営目標の理解度と
信頼度の向上
・投資家層の拡大

・ＣＯ２排出量の削減
・廃パレットの完全リサイクル継続
・社会貢献活動の推進

ＦＹ2027

目標
1.0以上

0.4

ＦＹ2027目標
15倍以上

9.1倍

ＦＹ2027目標
10％以上

4.8％



© npp Inc. All right reserved© npp Inc. All right reserved

８．「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」 ＢＳマネジメントの強化
P-20

・資本効率を意識した成長投資を行い、優良な資産を積み上げていくことで、収益力を向上する。
・有利子負債の活用と株主還元強化による資本構成の最適化により、継続的なＲＯＥの向上を実現する。

成長投資
（増強設備・Ｍ＆Ａ）

運転資金の圧縮

有利子負債の活用

株主還元の強化

ＦＹ2024実績 ＦＹ2027目標

ＰＬ ＢＳ

当期
純利益
3億円

売上高
69億円

自己資本比率
63％

自己資本
64億円

総資産
101億円

ＲＯＥ4.8％

当期
純利益
8億円

売上高
80億円

ＲＯＥ10％以上

総資産
160億円

自己資本比率
50％程度
自己資本

80億円以下

ＰＬ ＢＳ
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９．【資本政策】 ＦＹ2025～ＦＹ2027 キャッシュアロケーション P-21

営業CF
100億円

105億円

ＩＮ ＯＵＴ

事業活動を通じて創出したキャッシュを原資とし、更新投資、成長投資（増強設備、Ｍ＆Ａ投資）、株主還元に振り
分けする。また、株主還元を明確化するため、当社として初めて配当性向（30％以上）を設定した。

営業CF
当期利益
25億円

減価償却費
75億円

30億円借入

更新設備
増強設備
その他
投資

Ｍ＆Ａ投資
成長のためのＭ＆Ａ 20億円

株主還元
配当性向30％ 5億円

前経営計画ＯＵＴ

65億円

更新設備
増強設備
その他
投資

2億円
株主還元
安定配当
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10．核となる戦略 P-22

1

2

3

4

5

•主要取引先との連携強化による売上拡大
•新規取引業界開拓による売上拡大

•新規事業の創出
•高精度位置情報管理システムの展開

•Ｍ＆Ａ／資本政策の検討及び実行
•設備投資の促進
•ＩＲ／ガバナンスの強化

売上拡大

新規事業等による事業拡大

オペレーション体制の強化

事業基盤強化

人的資本経営

•ネットワークの再構築（スクラップ＆ビルド）
•オペレーションの効率化
•環境親和性の向上

• 人材育成／組織力強化
• 制度の見直し／拡充
• ダイバーシティ推進
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環境活動 P-24
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水島デポ 太陽光発電設備の設置について

日本パレットプール株式会社(本社：大阪市北区、社長：浜島和利)は、岡山県倉敷市
南畝の「水島デポ」の使用電力をすべて再生可能エネルギーで賄うため、太陽光発電
設備を設置いたしました。

水島デポは、約４万枚のパレットが保管でき、１時間に２００枚のパレットを洗浄できる高ス
ペックの洗浄機や、返却されたパレットを良品化するための選別機を導入しており、
中四国エリアの中核デポとして運用しております。

当社は今後も環境保護に積極的に取組み、持続可能な社会の実現に貢献してまいりま
す。

１.拠点名称

日本パレットプール株式会社 水島デポ

岡山県倉敷市南畝３T目７－３７

２.水島デポの概要

敷地面積： 6,235 ㎡、保管面積： 2,737 ㎡、洗浄機処理能力： 200 枚／時

３.太陽光発電設備の概要

太陽光パネル最大出力： 137.76kw 、年間予想発電量： 174,679 kwh

P-25
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【水島デポの太陽光発電設備】
P-26
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P-27社会貢献活動
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P-28ガバナンス



© npp Inc. All right reserved

2025 年 3 月 31 日

ＪＲ貨物八戸貨物駅近接倉庫での「駅パレ」の開始について

日本パレットプール株式会社(本社：大阪府大阪市 以下「Ｎ
ＰＰ」)と日本貨物鉄道株式会社(本社：東京都渋谷区 以下「
ＪＲ貨物」)は、貨物駅構内等でパレットの貸出・返却ができ
るパレットデポ「駅パレ」を八戸貨物駅近接倉庫に開設しま
す。

これによりＮＰＰ及びＪＲ貨物は、「ＪＲ貨物グループ長期
ビジョン２０３０」で掲げた社会に提供する４つの価値の１
つである「物流生産性の向上」に向けて、ＳＤＧs の実現や
物流を取り巻く諸課題の解決に向けて貢献していきます。

１.「駅パレ」とは

「駅パレ」は、NPP と JR 貨物が連携して貨物駅構内または
近隣に設置するパレットデポで、お客様やすべての鉄道利用
運送事業者が手軽にパレットの貸出・返却ができるサービ

スです。

P-29
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「駅パレ」利用イメージ

２.パレット利用のメリット
トラックドライバーの集配作業時間の短縮や、集配トラックの運用効率の向上が期
待できます。当施設の開設により、全国の貨物駅における「駅パレ」の開設箇所は
１４ヵ所となり、他駅の「駅パレ」とも組み合わせて、広くご利用いただけます。

３.八戸貨物駅「駅パレ」の概要について
(1) 所在地  ：八戸通運㈱八戸貨物営業所(ＪＲ貨物八戸貨物駅近接)

青森県八戸市大字長苗代字下亀子谷地 23-10
(2) 運営主体  ：NPP
(3) 作業委託会社：八戸通運株式会社
(4) 利用開始日 ：2025 年 4 月 1 日(火)
(5) 取扱パレット：「 11 型パレット(1,100 ㎜×1,100 ㎜)」
(6) 問い合わせ先：NPP 東北支店(022-266-6876)
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